






































田外語大学では、すでに 2003 年から SALC 内に英語対象のライティングセンター
は開設されていた。しかし、外国語での書く力を伸ばすためには、日本語で書く
力の養成と支援も必要であると考えられ、また、留学生をはじめ、さまざまな言
                                                                 
1 神田外語大学の自立学習支援施設。SALC は英語、MULC（多言語コミュニケーションセンター）は
12 の言語を対象とし、学生が自立的に語学を学び、異文化を体験できる施設である。SALC は 2001
年、MULC は 2008 年に開設された。 
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 初年度は週 2 日、2011 年度、2012 年度は週 3 日、試験的に開講され、2013 年


































                                                                 
2 2017 年度からは、Web 予約を導入する予定である。 
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写真 1 附属図書館内の日本語ライティングセンター外観 
 
２－３．担当講師 
 2010 年の開設から 2012 年度までは、学期によって異なるが、非常勤講師 1～4 
名がセンターでの活動を担当していた。 
 常設化された 2013 年度には、専任講師 1 名が着任し、13 年度、14 年度は専任












当をお願いしている（2015 年度 2 名、2016 年度 4 名）。利用学生は、日本語母語
話者だけではなく、留学生やさまざまな言語背景を持つ学生も多いことから、外
国語としての日本語を教える留学生別科教員の協力が欠かせないものとなってい





 マンツーマン・ライティングは、1 回 30 分の予約制で、学生と講師が 1 対 1 で
対話を重ねながら、よりよい文章作成ができるような気づきを促し、アドバイス
を行うライティング支援活動である。「文章を添削する」のではなく「書き手を育
てる」ことに重きを置くという理念は、1980 年代にアメリカで始まった Writing 
as a process 運動の影響から、日本国内の多くのライティングセンターでの理念と
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年～2014 年に冨澤昌美講師による時事講演会を 6 回開催した。また、2015 年には
学生の司会により、筆者と冨澤講師でライティングに関する対談を行った。これ
らの概略については、資料 2 に示す。 
 
２－４－４．2010 年度以降のセンター利用状況 
 2010 年度から 2016 年度ののべ利用件数を表 1 に示す。 
2013 年の常設化以前は開室が週 2～3 日で、学生の空き時間とセンターの開室
時間が合わず、利用できないとの意見が多数寄せられた。そのため、2013 年度か




マ 90 分中に 30 分×3 セッション）。しかし、13 年度の段階では、特に 1・2 年生
から、授業時間数が多く自分の空き時間にセンターが空いていない、行きたい時
間に予約の空きがないなどの声が聞かれた。2015 年度からは、さらに開室時間を























表 1 利用状況の推移3 
 マンツーマン 回数 ワークショップ 回数 合計 
2010 前期 15 10 24 3 39 
後期 28 10 26 3 54 
2011 前期 71 33 23 6 94 
後期 49 13 5 3 54 
2012 前期 66 2 コマ／週 36 6 102 
後期 57 2 コマ／週 48 8 105 
2013 前期 92 6 コマ／週 40 6 132 
後期 92 6 コマ／週 24 8 116 
2014 前期 112 6 コマ／週 44 6 156 
後期 72 7 コマ／週 15 4 87 
2015 前期 256 12 コマ／週 13 2 269 
後期 150 11 コマ／週 12 2 162 
2016 前期 225 13 コマ／週 10 2 235 
後期 194 11 コマ／週 4 2 198 
合計 1313 - 324 - 1803 
  
神田外語大学紀要第29号 
The Journal of Kanda University of International Studies Vol. 29 (2017) 
472 
でも、利用者実数は学生数の約 3％である4ことを考えると、利用率は決して低い













（2015 年 4 月～2017 年 1 月） 
 前章で 2010 年からの利用状況を概観したが、本章では特に、センターのメイン






 図 1 は、2015 年 4 月～2017 年 1 月の月ごとの利用件数の推移である。この間
にのべ 824 件の利用があった。 
                                                                 









 図 1 から分かるように、16 年度は 11 月、12 月に 4 年生の利用が多くなってい





図 1 に示されたのべ 824 件全体について学年別に見ると、1 年生 23.5％（194
件）、2 年生 18.7％（154 件）、3 年生 20.1％（166 件）、4 年生 35.4％（292 件）で、
1 年生と 4 年生の利用が多い。先述したように、基礎演習、卒業論文・制作の利
用者が多いことを考えると当然の結果とも言えるが、開設当初と比較して 2 年生、


















 のべ利用者 824 名の所属学科は、英米語学科 286 名（35％）、アジア言語学科
83 名（10％）、イベロ・アメリカ学科 127 名（15％）、国際コミュニケーション（IC）











































 15 前期（図 3）、15 後期（図 4）、16 前期（図 5）、16 後期（図 6）の相談内容を
見ていく5。まず、図 3 と図 5 に示す過去 2 年間の前期相談内容を見ると、両年と
もレポートについての相談が多いことが分かる（15 前 102 件、16 前 113 件）。特
に、前期は１年生の基礎演習関連の相談が多数ある。 
 履歴書とエントリーシート（ES）は、15 年度よりも 16 年度のほうが少ないが、
これは就職活動解禁時期が 16 年度に 8 月から 6 月に変更されたこと、キャリア
教育センターでの 4 年生全員に対する個別相談が設定されたことが関係している。 
また、16 年度に入り、研究演習担当の先生方がセンター利用を促して頂いたこ
とにより、ゼミ論や卒業論文・卒業制作などの相談が急増した（15 年度 14 件、





図 3 15 前期相談内容（件・複数回答） 
                                                                 
5 図 3～6 の「その他」には、就活や進学についての相談、内定・合格の報告や、広報文・企画書・ポ
スター・プレゼンテーションなどの原稿、外国語を日本語に翻訳した文章、国際交流基金日本語パー
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図 4 15 後期相談内容（件・複数回答） 
 
 
図 5 16 前期相談内容（件・複数回答） 
 
 





















































 図 7 は、ライティングセンターを知った方法について、初めて来た利用者に複
数選択で回答してもらった結果である。15 年前期・後期、16 年前期・後期の合計









 これまで 7 年間の図書館での活動により、センターの認知度も上がりつつある



















図 7 センターを知った方法（15 前～16 後合計・初めて来た学生の複数回答） 
 
先生方、友人にセンターの存在を広めてくれる学生たちなど、多くの方々の協力



























































                                                                 
7 例えば早稲田大学ライティングセンター、津田塾大学ライティングセンターでは 1 セッション 45
分、関西大学ライティングラボ、国際基督教大学ライティングサポートデスクは 40 分である。ま
た、愛知淑徳大学ライティングサポートデスクは本学と同じ 1 セッション最大 30 分で行っている
（各大学のホームページの情報から。2017 年 1 月 24 日閲覧）。 
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資料 2 これまで行った講演会と対談 
 
● 時事講演会 冨澤昌美講師 
第 1 回 2012 年 5 月 30 日（水） 17：00～18：20 
～社会を知ろうⅠ～ 原発、核、そしてメディア 
第 2 回 2012 年 6 月 29 日（金） 15：10～16：40 
～社会を知ろうⅡ～ オリンピックの舞台裏 
第 3 回 2012 年 7 月 27 日（金） 16：50～18：20 
～社会を知ろうⅢ～ Intelligence －スパイの世界 
第 4 回 2012 年 12 月 21 日（金） 16：50～18：20 
～社会を知ろうⅣ～ 文化・スポーツイベントとメディア 
第 5 回 2013 年 7 月 19 日（金） 16：50～18：20 
～社会を知ろうⅤ～ ニュースの裏側 
第 6 回 日時：2014 年 7 月 16 日（水） 15：10～16：40 
～社会を知ろうⅥ～ ニュースを読み解く 
 




日時：2015 年 7 月 8 日（水） 12：20～13：00 
 
 
